


科 
 目

金 
 額

科 
 目

金 
 額

資産
の
部

負債
の
部

流動
資産

1,1
27
,00
0
流動
負債

95
4,0
00

現預
金

11
0,0
00

支払
手形

25
0,0
00

受取
手形

50
,00
0

買掛
金

50
0,0
00

売掛
金

20
,00
0

短期
借入
金

15
0.0
00

有価
証券

10
,00
0

未払
金

4,0
00

商品

15
,00
0

前受
金

50
,00
0

前払
金

50
,00
0

預り
金

0

固定
資産

57
7,0
00
固定
負債

20
0,0
00

有形
固定
資産

28
5,0
00

長期
借入
金

20
0,0
00

建物

10
,00
0

退職
給付
引当
金

0

建物
付属
設備

10
,00
0
負債
合計

1,1
54
,00
0

機械
設置

2,0
00

車両
運搬
具

3,0
00

純資
産の
部

工具
　器
具　
備品

0
株主
資本

55
0,0
00

土地

0

資本
金

32
0,0
00

無形
固定
資産

22
0,0
00

資本
剰余
金

16
0,0
00

投資
そ
の
他資
産

72
,00
0

資本
準備
金

16
0,0
00

投資
有価
証券

32
,00
0

利益
余剰
金

70
,00
0

貸倒
引当
金

40
,00
0

利益
準備
金

20
,00
0

そ
の
他利
益余
剰余
金

50
,00
0

純資
産合
計

55
0,0
00

資産
合計

1.7
04
.00
0
負債
・純
資産
合計

1.7
04
.00
0

実
例
に
学
ぶ

財
務
ヂ
カ
ラ

主
任
編
集
委
員
　
田
村
賢
司
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強
い
会
社
を
ど
う
や
っ
て
つ
く
る
か
。

経
営
者
な
ら
誰
も
が
悩
む
こ
の
問
題
に
、

メ
ト
ロ
ー
ル
の
松
橋
卓
司
社
長
は
独
自

の
方
法
で
答
え
を
出
し
つ
つ
あ
る
。
事

業
の
柱
は
、
工
作
機
械
な
ど
に
使
う
機

械
式
位
置
決
め
セ
ン
サ
ー
。
自
動
車
部

品
な
ど
の
切
削
加
工
用
の
工
作
機
械
で

は
世
界
で
も
高
い
シ
ェ
ア
を
持
つ
。

2
0
1
8
年
1
月
期
の
売
上
高
は
22

億
3
5
0
0
万
円
。
ま
ぎ
れ
も
な
い
中

小
企
業
だ
が
、
経
常
利
益
率
は
2
ケ
タ

を
超
え
る（
下
グ
ラ
フ
参
照
）。

松
橋
社
長
が
徹
底
し
て
き
た
の
は
、

す
べ
て
の
従
業
員
、
部
署
が
付
加
価
値

の
あ
る
仕
事
に
集
中
す
る
こ
と
。
付
加

価
値
の
な
い
仕
事
は
や
め
て
、
生
産
性

を
押
し
上
げ
て
い
る
の
で
あ
る
。

 「
現
預
金
」を
積
み
上
げ
る

目
指
す
は
キ
ャ
ッ
シ
ュ
重
視
経
営
だ
。

「
不
動
産
は
買
わ
な
い
。
設
備
も
で
き

る
だ
け
早
く
減
価
償
却
を
し
て
資
産
価

値
を
小
さ
く
す
る
」と
松
橋
社
長
。

不
動
産
を
購
入
す
れ
ば
、
多
額
の
資

金
が
か
か
る
し
、
事
業
が
軌
道
に
乗
っ

て
回
収
す
る
ま
で
資
金
の
活
用
度
が
下

が
る
。
設
備
に
つ
い
て
も
最
近
は
制
度

的
に
特
別
償
却
が
使
い
や
す
く
な
っ
て

い
る
も
の
の
、
状
況
に
よ
っ
て
は
有
税

に
な
っ
て
で
も
実
施
す
る
。

会
計
上
の
利
益
は
一
時
的
に
減
る
が
、

設
備
の
資
産
価
値
は
低
く
抑
え
ら
れ
る
。

さ
ら
に「
売
れ
行
き
の
見
通
し

が
付
き
に
く
い
仕
掛
品
や
在
庫

な
ど
は
積
極
的
に
処
分
す
る
」

（
松
橋
社
長
）こ
と
で
固
定
資
産

を
も
う
一
段
圧
縮
。
そ
の
比
率

を
5
％
程
度
ま
で
抑
え
る
と
い

う（
左
ペ
ー
ジ
下
グ
ラ
フ
）。

る
」と
松
橋
社
長
は
言
う
。

メ
ト
ロ
ー
ル
で
は
経
理
の
専
任
者
や
、

人
事
、
総
務
な
ど
の
間
接
部
門
を
設
け

て
い
な
い
。
加
え
て
経
理
面
で
は
、
10

年
ほ
ど
前
か
ら
営
業
部
全
員
と
製
造
、

開
発
部
門
の
幹
部
に
会
社
の
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
を
渡
し
て
い
る
。
こ
れ
で
交

通
費
や
物
品
購
入
、
接
待
な
ど
の
各
経

費
を
、
手
作
業
で
入
力
し
な
く
て
も
カ

現
金
重
視
で
、付
加
価
値
の
高
い
仕
事
に
集
中

売
上
高（
億
円
）

経
常
利
益（
億
円
）
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売
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ほぼ右肩上がりで成長を続けている
メトロールの業績推移

そ
う
し
て
、
現
預
金
を
中
心
と
し
た

流
動
資
産
を
増
大
さ
せ
る
。
キ
ャ
ッ
シ

ュ
を
潤
沢
に
す
る
こ
と
は
当
然
、
必
要

な
と
き
に
機
敏
な
投
資
が
で
き
る
の
で
、

強
さ
を
生
む
第
一
歩
に
な
る
。

さ
ら
に
、
手
形
を
使
わ
な
く
て
済
む
。

手
形
を
多
数
振
り
出
す
と「
そ
の
決
済

を
管
理
す
る
た
め
に
経
理
の
人
員
が
必

要
に
な
る
な
ど
、
間
接
部
門
が
増
大
す

メトロールの松橋社長
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ー
ド
の
利
用
明
細
を
プ
リ
ン
ト
す
る
だ

け
で
済
ま
せ
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
。

そ
の
上
で
従
業
員
に
は
ほ
ぼ
毎
日
、

経
費
精
算
を
さ
せ
る
。
精
算
頻
度
を
上

げ
れ
ば
、
1
日
当
た
り
の
作
業
量
が
少

な
く
な
り
、
各
部
門
で
承
認
で
き
る
か

ら
だ
。
こ
れ
で
経
費
精
算
を
担
当
す
る

経
理
社
員
を
置
か
な
く
て
済
ん
だ
。

財
務
の
仕
事
に
注
力

「
経
費
精
算
の
よ
う
な
作
業
は
、
時
間

だ
け
か
か
る
割
に
何
も
付
加
価
値
を
生

ま
な
い
。
専
任
の
経
理
担
当
者
を
置
か

な
い
分
は
、
資
金
需
要
の
予
測
や
銀
行

と
の
交
渉
な
ど
、（
付
加
価
値
の
あ
る
）

財
務
の
仕
事
に
振
り
向
け
ら
れ
る
」（
松

橋
社
長
）と
い
う
わ
け
だ
。

多
く
の
企
業
で
は
従
業
員
が
、
経
費

精
算
の
作
業
に
相
当
な
時
間
を
費
や
し

て
い
る
だ
ろ
う
。
し
か
も
、
従
業
員
が

提
出
す
る
精
算
伝
票
を
部
門
長
が
チ
ェ

ッ
ク
し
、
経
理
部
が
さ
ら
に
チ
ェ
ッ
ク

し
て
い
れ
ば
、
人
的
な
コ
ス
ト
は
極
め

て
大
き
い
。
伝
票
を
紙
に
印
刷
す
れ
ば
、

そ
の
分
の
コ
ス
ト
も
増
え
る
。

昔
か
ら
の
ル
ー
テ
ィ
ン
ワ
ー
ク
だ
か

ら
と
惰
性
で
続
け
て
い
て
は
、
財
務
は

改
善
し
な
い
。
松
橋
社
長
は
そ
こ
を
見

過
ご
さ
ず
、
手
を
打
っ
て
き
た
の
だ
。

昨
年
か
ら
は
、
マ
ネ
ー
フ
ォ
ワ
ー
ド

社
の
ク
ラ
ウ
ド
経
費
シ
ス
テ
ム
を
導
入

し
、
さ
ら
な
る
効
率
化
を
進
め
て
い
る
。

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
な
ど
の
購
入
情
報

が
あ
れ
ば
、
自
動
的
に
デ
ー
タ
を
会
計

科
目
別
に
分
類
・
管
理
。
カ
ー
ド
以
外

の
購
入
品
も
紙
の
領
収
書
を
読
み
取
る

だ
け
で
、
同
様
に
デ
ー
タ
化
で
き
る
。

従
業
員
が
経
費
を
使
う
際
の
申
請
と

承
認
も
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
か
ら
、
業
務
改
善
に
も

役
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
。

定
型
的
に
捉
え
な
い

こ
う
し
た
策
を
打
つ
松
橋
社
長
の
本

質
的
な
狙
い
は
、
単
な
る
コ
ス
ト
削
減

や
業
務
効
率
化
に
あ
る
の
で
は
な
く
、

あ
く
ま
で
も
付
加
価
値
を
生
む
仕
事
に

従
業
員
を
集
中
さ
せ
る
こ
と
だ
。

例
え
ば
組
織
面
で
は
、
間
接
部
門
を

圧
縮
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
独
自
の
取

り
組
み
を
し
て
い
る
。
開
発
や
営
業
、

製
造
と
い
う
縦
の
組
織
と
は
別
に
、
部

門
横
断
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
重

要
な
業
務
を
進
め
る
の
で
あ
る
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
は
、
採
用

や
研
修
会
な
ど
の
よ
う
な〝
間
接
業
務
〞

的
な
も
の
か
ら
、「
中
国
の
新
規
顧
客
か

ら
の
引
き
合
い
へ
の
対
応
」と
い
っ
た

事
業
そ
の
も
の
も
担
っ
て
い
る
。「
よ
り

従
業
員
の
ア
イ
デ
ア
を
引
き
出
し
、
ス

ピ
ー
ド
感
を
上
げ
て
い
く
」（
松
橋
社

長
）の
が
目
的
だ
と
い
う
。

仕
事
を
定
型
的
に
捉
え
て
い
て
は
何

も
生
ま
れ
な
い
。「
何
を
す
れ
ば
新
し
い

こ
と
が
で
き
る
の
か
と
常
に
考
え
て
い

る
。
社
員
に
も
そ
こ
に
意
識
を
集
中
す

る
よ
う
に
促
し
て
い
る
」（
同
）。

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
の
結
果
、
メ
ト

ロ
ー
ル
の
従
業
員
1
人
当
た
り
の
付
加

価
値
額
は
、
こ
の
4
年
だ
け
で
見
て
も

70
％
も
増
加
。
売
上
高
が
同
じ
期
間
中

に
約
28
％
伸
び
な
が
ら
、
従
業
員
数
は

1
0
9
人
か
ら
1
0
0
人
に
減
少
し
て

い
る（
上
グ
ラ
フ
）。
強
い
会
社
は
こ
う

し
て
つ
く
ら
れ
て
い
く
。

人は減り、生産性は向上した

固定資産比率を低く保ってきた

メトロールの1人当たり付加価値額と従業員数の推移

メトロールの資産構成比率の推移

TL

注：1人当たり付加価値額は
　 「1人当たり売上高－1人当たり変動費（原材料費・外注費）」




